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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、
栄養組成物を受容するために内部を規定する容器、
前記容器の内部と流体連通する構造、及び
前記栄養組成物が前記容器内で受容される場合に、前記栄養組成物がリパーゼに曝される
ように前記構造に固定化されたリパーゼ
を含み、ここで、
前記リパーゼが、前記栄養組成物内で長鎖多価不飽和脂肪酸（ＬＣ－ＰＵＦＡ）トリグリ
セリドを加水分解するように構成され、
前記栄養組成物が前記容器を出る場合に、前記リパーゼが前記容器内に留まるように、前
記リパーゼが前記容器内に固定化される、装置。
【請求項２】
　前記栄養組成物が前記容器に流入することを可能にするための第１の開口部を更に含む
、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記栄養組成物が前記容器を出ることを可能にするための第２の開口部を更に含む、請
求項２に記載の装置。
【請求項４】
　栄養補給チューブに接続するよう構成されている開口部を更に含む、請求項１に記載の
装置。
【請求項５】
　前記開口部に接続した栄養補給チューブを更に含む、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　供給メカニズムである、請求項1に記載の装置。
【請求項７】
　前記供給メカニズムが、経小腸装置又は瓶のうちの少なくとも1つである、請求項６に
記載の装置。
【請求項８】
　前記構造が、前記容器内の複数の粒子を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記粒子が、ボール又はビーズを含む、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記容器が、注射器外管を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記構造が、前記容器の内面を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　前記構造が前記容器の壁を含み、前記リパーゼが前記容器の壁内に固定化又は収容され
る、請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記構造が、前記容器内の別個の区画の一部として含まれる、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記容器が開口部を含み、前記構造が前記容器の取り外し可能なキャップを含み、前記
キャップが前記容器に固定された場合に、前記開口部を塞ぐように構成され、そして前記
キャップが前記開口部を塞ぐ場合に、前記キャップが前記内部と流体接触するように配置
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された表面上又は表面内に固定化される少なくとも１つのリパーゼを含む、請求項１に記
載の装置。
【請求項１５】
　前記キャップが前記開口部を塞ぐ場合に、前記構造が前記容器の内部に面する前記キャ
ップの表面から延伸する突起部を含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記構造が、前記容器内の突起部を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１７】
　前記リパーゼが、脂肪酸に対しては透過性であるが前記リパーゼに対し不透過性である
材料内に封入されている、請求項１に記載の装置。
【請求項１８】
　弁を更に含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１９】
　前記リパーゼが、クロモバクテリウム・ビスコサムリパーゼ、シュードモナス・フルオ
レセンスリパーゼ、及びリゾプス・オリゼーリパーゼからなる群から選択される、請求項
１に記載の装置。
【請求項２０】
　前記栄養組成物が前記容器を出る場合に、前記リパーゼが前記容器内に留まるように、
前記リパーゼが前記容器内に固定化される、請求項１に記載の装置。
【請求項２１】
　前記装置内のリパーゼを保持するためのスクリーン又はフィルターとして機能する材料
を更に含む、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　巻き流路を更に含み、前記流路が、前記流路内に含まれる調合物への前記リパーゼの曝
露を延長するように構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記リパーゼが、共有結合、吸着、イオン結合、架橋結合、カプセル化、又は閉じ込め
のうちの少なくとも１つにより固定化される、請求項１に記載の装置。
【請求項２４】
　装置であって、
栄養組成物を受容するために内部を規定する容器、
前記容器の内部と流体連通する構造、及び
前記栄養組成物が前記容器内で受容される場合に、前記栄養組成物がリパーゼに曝される
ように前記構造に固定化されたリパーゼ
を含み、ここで、
前記リパーゼが、前記栄養組成物内で長鎖多価不飽和脂肪酸（ＬＣ－ＰＵＦＡ）トリグリ
セリドを加水分解するように構成され、
前記装置が供給メカニズムであるか、又は供給メカニズムに接続するよう構成された開口
部を含む、装置。
【請求項２５】
　前記装置に接続した栄養補給チューブを更に含む、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記構造が、前記容器内に収容される粒子を含む、請求項２４に記載の装置。
【請求項２７】
　前記供給メカニズムが、瓶または鼻腔栄養チューブのうちの少なくとも1つである、請
求項２４に記載の装置。
【請求項２８】
　前記リパーゼが、クロモバクテリウム・ビスコサムリパーゼ、シュードモナス・フルオ
レセンスリパーゼ、及びリゾプス・オリゼーリパーゼからなる群から選択される、請求項
２４に記載の装置。
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【請求項２９】
　前記栄養組成物が前記容器を出る場合に、前記リパーゼが前記容器内に留まるように、
前記容器が構成される、請求項２４に記載の装置。
【請求項３０】
　前記容器内のリパーゼを保持するためのスクリーン又はフィルターを更に含む、請求項
２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記リパーゼが、共有結合、吸着、イオン結合、架橋結合、カプセル化、又は閉じ込め
のうちの少なくとも１つにより固定化される、請求項２４に記載の装置。
【請求項３２】
　前記栄養組成物が前記容器を出る場合に、前記リパーゼが前記容器内に留まるように、
前記リパーゼが前記容器内に固定化される、請求項２４に記載の装置。
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